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地球は巨大な磁石 



紫外線観測で捉えた太陽からのプラズマ放出 



   太陽風と地球磁場の相互作用：地球磁気圏の形成 





電離圏付近の電流 
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日本でも見えるオーロラ 



スペースシャトルから見たオーロラ 





オーロラ爆発（ブレークアップ）の時間発展 



オーロラ上空 
に作られる 
電気的な構造 



磁力線に沿ってみた電圧の分布と電子・イオンの加速 



木星 （Jupiter） 



Hubble望遠鏡で観測した木星のオーロラ 



Hubble望遠鏡で観測した土星のオーロラ 



太陽圏（太陽系全体が磁気圏の構造を持っています） 



■ 太陽風が地球の磁場を包み込むようにして、磁気圏が形成さ
れています。 

まとめ 

  

■ 磁気圏は太陽風からエネルギーを取り込みそれを蓄えます。
そして、それが過剰に蓄積されると、あることをきっかけにして、
爆発が起こり、プラズマ粒子が加速されます。この時、オーロラが
活動的になって、プラズモイドが放出されます。 

■ カーテン状のオーロラは、その上空3000kmから12000kmの高度

の所に電位差が生じて電子が下の方に加速され、それが大気の原
子や分子に衝突することによって発生します。また、オーロラの活動
は、夜側磁気圏における爆発現象と密接に関係しています。 

■ オーロラは木星、土星、天王星、海王星などの惑星でも見つ
かっています。 


